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新年、あけましておめでとうございます。 

元気に、ここに集い、みんなで、新しい年、そして３学期のスタートできることを大変

うれしく思います。 

新年を迎え、皆さんは、「今年は、こんなことに挑戦したい」「こんなことを大切にした

い」と、胸に秘めていることがあると思います。 

１月４日、女子バレー部の初練習を見に行って、漢字一文字で表す一人一人の今年の決

意を聞かせてもらいました。とても素晴らしいと思いました。挑戦の「挑」、仲間を大切に

するため「仲」という字で気持ちを表してくれた人もいました。 

年の始めに決意書いて、毎朝見えるところへ張っておいて、ずっと意識して生活しては

どうでしょうか。 

新年にあたり、皆さんに、こんな言葉を贈ります。 

心が変われば  行動が変わる    行動が変われば 習慣が変わる 

習慣が変われば 人格が変わる    人格が変われば 運命が変わる 

校長先生は、朝、生徒の皆さんの顔を見て挨拶をするために、８時３０分ぐらいから生

徒玄関に立っています。余裕をもって登校している人には、一度も会えません。しかし、

毎日といっていいほど会う人がいます。なぜか、いつも計ったように、８時３４分３０秒

に来る人がいます。毎日、ぎりぎりセーフか、ぎりぎりアウトだと思います。 

たとえば、その人が、 

○遅刻しないようにしようと心に決め 

○「１分だけ早く起きる」と決めて行動に移し、 

○それが習慣になると、朝から焦ることなく、遅刻して叱られることがなく、余裕をもっ

て学校生活がスタートでき、落ち着いて、笑顔で学校生活ができるようになり、 

○朝の短学活が始まる前の教室で、昨日の夜に勉強してわからなかったことを友達に聞い



て、わかるようになり、 

○その問題が、入学試験に出て、おかげで合格でき、運命が変わる。 

といった具合に一つの心に決めたことがどんな風につながっていくかわかりません。 

無理なくできる、小さいことでいいです。 

具体的なことを自分で決めて行動に移して欲しいと思います。 

 

３学期はとても大切な時期となります。なぜ大切かというと、３か月後には新しいステ

ージが待っているからです。それまでに身につけていかなければならないこと、しなけれ

ばならないことははたくさんあります。 

３年生は、２か月後には、卒業です。中学校生活を楽しんできた君たちですが、旅立ち

の時がもうそこまで来ています。１日１日をどうか、大切にしてほしいと思います。 

１.２年生については、２学期末の２年生のなかま集会で、ある人が、「これまで、部活

ばかり頑張っていたけれど、もう３年生になるので、３学期は、勉強も部活も両方頑張り

たい」と、みんなの前で堂々と発表してくれていました。１.２年生は、この言葉に集約さ

れていると思います。 

部活動では、１月は伊賀地区新人大会、県大会、招待大会など、これまでの練習の成果

を試す時が来ています。 

また、２月には、うまし国市町対抗駅伝に名張市代表で走る人もいます。校内マラソン

大会もあります。三送会、そして、卒業式と続きます。 

一人一人が、各クラスが、各学年集団が、そして北中学校全体が、みんなで力をあわせ

て、最後には、みんなで成長を確かめ合えるよう頑張っていきましょう。 


